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PSC ReportのWeb化のお知らせ
　PSC設立以来、長きに渡り発行して来ました本紙です

が、次号より紙媒体でなく、Wｅｂ化して会員のみなさま

にお届けする予定です。新たなチャレンジにご期待下さ

い。変わらぬご愛顧の程よろしくお願いいたします。＊今

まで通り紙のPSCReportをご希望の会員さまには郵送させ

ていただきます。

　「PSC１５周年」＆「パートナーシップ大賞第１０回」を迎えて
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第7回企業＆ＮＰＯ協働アイデアコンテスト「フォロ

ーアップ会」

定例事務局ミーティング

山梨県・新しい公共支援事業「協働推進コーディネー

ター養成講座」（講師）

富山県・ＮＰＯと企業の協働マッチング実行委員会 

ＮＰＯと企業との協働事例報告会

「市民活動団体（ＮＰＯ）育成・強化プロジェクト」

メンター業務・宮古、SAVE JAPAN プロジェクト 

運営支援団体説明会（大阪）、三重県「企業とＮＰＯ

のパートナーシップを考えるセミナー」（参加）

「市民活動団体（ＮＰＯ）育成・強化プロジェクト」

メンター業務（～15日）

真誠ＣＳＲ委員会⑪

香川講演会（香川ボランティア・ＮＰＯネットワーク）

徳島講演会（香川ボランティア・ＮＰＯネットワーク）

愛媛県（新しい公共支援事業）講演、シニアボランテ

ィア会議⑫

内閣府「新しい公共支援事業」ヒアリング(来所)

名古屋市協働会議、なごや環境大学：講座チーム・共

育ゼミ報告会

静岡県インタビュー（来所）

日本ガイシ訪問

ＰＳＣ理事会⑥

韓国ビジネスセンター（kotra）来所、なごや環境大

学：幹事会、カフェ・アイリス運営会議

東浦社会福祉協議会「広報セミナー」（講師）

定例事務局ミーティング

中産連喫茶準備（検討）

元気なＫＡＳＵ会講演会（参加）

中産連喫茶準備（検討）

復興庁公募説明会、リクルート訪問（東京）

ＥＰＴとことんトーク、中産連喫茶準備（検討）

真誠ＣＳＲ委員会⑫、シニアボランティア会議①

ゆめネット来所、中産連喫茶準備（検討）

第10回P賞運営委員会①

ＣＳＯラーニング意見交換会・募集説明会、名古屋市

来所

ＮＰＯ法人会計基準協議会：2013年度総会（東京）

カフェ・アイリス運営会議

「市民活動団体（ＮＰＯ）育成・強化プロジェクト」

メンター業務・メンバー自主勉強会

「市民活動団体（ＮＰＯ）育成・強化プロジェクト」

メンター業務(～30日)

【２０１3年度PSC定時総会&講演会のご案内】

　第10回日本パートナーシップ大賞の
　　　募集がはじまります！

　＊日本パートナーシップ大賞　グランプリ

　　１事業　記念盾及びＮＰＯには副賞３０万円

　＊日本パートナーシップ大賞　準グランプリ

　　１事業　記念盾及びＮＰＯには副賞１０万円

　＊日本パートナーシップ大賞　優秀賞　

　　３事業　ＮＰＯに副賞５万円

　ＮＰＯと企業との協働に取り組んでいる皆様、ぜひご応募く　

　ださい!!

　募集要項と応募用紙は、６月１日（土）より、ＰＳＣのＷｅｂサ　

　イトからダウンロードしていただけます。

　　パートナーシップ大賞�第10回記念シンポジウム

（パートナーシップ・サポートセンター創立15周年記念）

「パートナーシップ大賞から協働を考える（仮称）」

2013年11月30日（土）　会場：中京大学

12:30～

◇シンポジスト　

　野田沙良氏（第８回グランプリ受賞ＮＰＯ　ＮＰＯ法人アクセス

　　－共生社会をめざす地球市民の会　常務理事）

　松浦信男氏（第９回グランプリ受賞企業　万協製薬株式会社

　　代表取締役社長）

　岸田眞代（パートナーシップ・サポートセンター　代表理事）

◇コーディネーター

　河井孝仁氏（東海大学文学部広報メデイア学科　教授）

大学生・大学院生が環境問題に取り組むCSO（ＮＰＯ・NGO）な

どで8ヵ月のインターンシップ研修を行う制度です。PSCでは、

2009年度からインターン受入先として参加しています。

4月23日（火）に募集説明会を行い、現在オンラインでインター

ンへの応募を受付中です（5月6日(月)〆切）。今年はどんな学生

さんとの出会いがあるでしょう？今からとても楽しみです。

＊詳細はコチラ：「損保ジャパンCSOラーニング制度」サイト

http://www.sjef.org/internship/2013/index.html

【ホームページ作成・更新ボランティアを募集します！】

ＰＳＣホームページの作成・更新作業をして下さるボランティアさ

んを募集します。ホームページ作成経験のある方、歓迎!!

あなたのスキルを是非ＰＳＣにお貸しください!!

■活動日：月２～３回程度。変更・更新作業のある時にお願いします。

■活動場所：当法人事務所（在宅も可。応相談）

■募集定員：１名

　団体ＵＲＬ：http://www.psc.or.jp/

　交通費支給（但し上限あり）

詳しくは、事務局までお気軽にお問合せください。

事務局便り

【「損保ジャパンCSOラーニング制度」が始まります！】

定時総会の時期になりました！同封の出欠ハガキにて「出席」「欠

席」をご記入の上、5月12日（日）必着で事務局までお送りくだ

さい。皆さまのご参加を、お待ちしています。

■日時：2013年5月25日（土）13：30～

■場所：名古屋工業大学 11号館2階1101（通称T1）教室

■スケジュール

13：00～　受付

13：30～　定時総会

　　　　　　・2012年度 事業報告・決算報告

　　　　　　・2013年度 事業計画・予算審議

　　　　　　・その他

15：00～　講演会

　　　　　テーマ：「さわやか愛知の理念達成は3C活動から

　　　　　　　　　　 （チョイス・チャレンジ・チャンス）」

　　　　　講　師：川上 里美氏

          　　　　　　（（N）さわやか愛知 理事長／ＰＳＣ理事）

17：00～  懇親会 キャンパス内の会場にて（参加費：2000円）

2013年度が始まりました。

パートナーシップ・サポートセンター15周年、『パートナーシップ大賞』

10回目の記念すべき年でもあります。

パートナーシップ・サポートセンターにとっては、いろんな意味で「原

点に立ち返る」年と位置づけています。

ＮＰＯは企業ではない。しかし単なるボランティアでもない。

そんな当たり前の「市民活動としてのＮＰＯ」「ＮＰＯと企業の協働を

推進する組織」としてのパートナーシップ・サポートセンターとは何か。

それが、私たちにとっての原点でもあります。

組織や活動を見直し、ただ「働く場」としての組織ではなく、自らが

自らの志によって動く組織。「想い」も「行動」も、ともにある組織。

「知恵」も「勇気」も発揮できる組織。

「協働」を単なる掛け声にしない、実のある関係づくりへ。

そんな原点に立ち返って、2013年度を開始しています。

秋（11/30）にはＰＳＣ15周年記念を兼ねた「第10回日本パートナー

シップ大賞」記念イベントを予定しております。

皆さまのお声とお力とご協賛を、ぜひパートナーシップ・サポートセン

ターにお寄せいただきたく、心からお願い申しあげる次第です。

2013年4月吉日　　

パートナーシップ・サポートセンター　

代表理事　　岸田眞代　

第10回日本パートナーシップ大賞と
同日開催！

◀
第
１
回
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営
委
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会
。
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　4月21日(日)、今年度初となる『パートナーシップ大賞運営

委員会』が開催され、記念イベントについての検討が行われ

ました。

　『パートナーシップ大賞』に先立ち行われる記念イベントで

は、第8回、第9回のグランプリ受賞者であるＮＰＯ、企業それ

ぞれの代表者と、『パートナーシップ大賞事業』を主催してき

たパートナーシップ・サポートセンターの代表理事岸田眞代

をシンポジストに、また第1回から協働事例の調査に関わっ

てきた河井孝仁東海大教授がコーディネーターとしてシンポ

ジウムを開催することが決まりました。

　10年を超える年月を経た中でＮＰＯと企業の協働の変化

や到達点を明らかにし、今後の展望を熱く語る場になりそう

です。

PSC15周年とパートナーシップ大賞第10回に向けての記

念イベントを11月30日開催の｢第10回日本パートナー

シップ大賞｣に併せて実施することが決まりました。

　事務局体制が大きく変わり、この4月から会計を担当することにな
りました。PSCに入って4年目になりますが、会計は超・初心者（毎
日、四苦八苦しています…）。4月24日(水)はNPO法人会計基準協議
会の総会(東京)に参加し、会計基準の普及に努めていく必要を感じな
がら、名古屋に戻ってきました。
　2013年度も引き続き、皆さまのご協力・ご支援をよろしくお願い
いたします！（松橋）

募集期間６月１日（土）～７月３１日（水）

【「第８回協働アイデアコンテスト」　　　　　　　　　　】
アイデア募集が
　　　　　始まります！

「第８回企業＆NPO協働アイデアコンテスト」の開催が決まりま

した。最終選考会は１０月、６月頃には応募エントリーを開始す

る予定です。

　企業と協働すると今よりももっと活動が広がります。書類審査

を通過し最終選考会へ進む団体にはプレゼン資料作成のアドバイ

スも行います。一緒に協働の実現へとつなげていきましょう！

　中部広域9県(富山、石川、福井、長野、岐阜、静岡、愛知、三

重、滋賀)のNPOのみなさまからのエントリーをお待ちしております。



　　　　　　　　　　　　　２年間続いた「新しい公共支援

　　　　　　　　　　事業」も最後の月。私がこの２年間で

全国に行った数も計１５都府県（＋１市）にのぼった。その

仕上げとも言うべき３月の動きをまとめてみた。

　3/5(火) 山梨県ボランティア協会からの初めての直接依頼

による山梨県新しい公共支援事業「行政・企業・NPOパート

ナーシップセミナー」での講師。「協働推進コーディネータ

ー養成講座」を実施してほしいとのことであった。１００問

チェックなどを実施。山梨県として、これまでに何回か実施

しているものの、具体的イメージがつかめなかった「協働推

進コーディネーター」について、「当会や山梨県内の協働推

進の明確な方向性を確認することができた。」との担当者か

らのメールはうれしい。

　翌日は、「第９回日本パートナーシップ大賞」入賞のえが

おつなげてさんを訪問。（富士山をバックに曽根原さんと

「モリモリ」）こうした出張を利用してＰ賞の現地を訪ねる

のは、一つの楽しみでもある。

　翌3/7(木)は富山県の新しい公共支援事業の締めくくりとし

て、私自身３回目の富山訪問。前回のマッチングの成果を報

告する「NPOと企業との協働事例報告会」では６つの協働が

成立。居合わせた内閣府の「新しい公共」担当者も、NPOと

企業の協働の意義と成果にびっくりしたらしく、「今日は来

てよかった。」と真顔。

　3/19(火)～3/21(木)の３日間は四国へ。香川ボランティ

ア・NPOネットワークによる香川・高松と徳島での連続講演

会。これは、連合や労福協等を巻き込んで、私がやっている

ステークホルダー・ダイアログを活用した企業と市民の関係

づくりの手法を取り入れようと企画してくれたもの。最後の

3/21(木)は愛媛県の新しい公共支援事業（えひめ地域政策研

究センター）締め括りの地域円卓会議での講演。終了後、夜

８時に出る飛行機の時間まで道後温泉を満喫。

　翌3/22(金)には、内閣府から「新しい公共支援事業」のヒ

アリングに事務所へ。１２年度にPSCが実施した事業の評価

が高く、全国から１０余りの事業の１つとして選ばれたとの

こと。また3/25(月)には、静岡県からもインタビューに来

所。これは、静岡県の「新しい公共」の一つの事業のアドバ

イザーとしてかかわったことによるもの。そういえば、３月

は、これ以外にも、三重県や磐田市（静岡県）の調査報告書

に関するアドバイザーとしての仕事も結構あった。

「新しい公共支援事業」は計15都府県へ“出前”
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　3月1日（金）第7回企業&NPO 協働アイデアコンテストの

入賞団体を対象に、「フォローアップ会」を開催。入賞団体

から最終選考会その後の活動をご報告いただき、協働を実現

するためにみんなでアドバイスや意見交換などを行いまし

た。

　さすが、最終選考会まで残った団体。みなさんそれぞれ

に、活動が進んでいて、「実現間近！！」の方もいらっしゃ

いました。「アイデアコンテストに参加して、活動が広がっ

た。」というような嬉しいご報告も聞けました。

　自団体の活動で多忙な中、発表前は時間を割いて、何度も

協働提案を練り直し、プレゼンデー

タをつくり直してもらったので、

「協働実現しました！」のご報告を

心待ちにしています。（山崎）

（公益財団法人中部圏社会経済研究所との協働）

第7回 企業&NPO 協働アイデアコンテスト「フォローアップ会」開催

協働実現まで、もう少し！　
参加者みんなで協働実現に向けて考える。

　第９回日本パートナーシップ大賞グランプリ受賞

のNPO法人植える美ｉｎｇの高校生らが、副賞３０

万円を使って東日本大震災の被災地へボランティア

に出かけたとのご報告をいただきました。

　グランプリ受賞事例の「まごコスメ」ハンドクリ

ームを携え、２月８日より３泊４日のバスツアーに

参加。被災地の仮設住宅や高齢者施設などを訪問

し、ハンドセラピーを行ったとのことです。副賞の

使い道は、高校生らが話し合って決めました。今後

の活動の幅の広がりにも期待できそうです。

　入賞された団体に、副賞賞金のおよその使い道を

お伺いすることはありますが、こういうアウトプッ

トがあるのは事務局としても本当

に嬉しい限りです。被災地でのボ

ランティア活動の様子は、新聞各

紙にも取り上げられました。（水野） 

　そして、もうひとつ。第6回協働アイデアコンテストで

最優秀賞獲得の、「CMによるNPOの広報力アップおよび

地域活力の見直し事業」を提案した、持続可能な松本平創

造カンパニーわおん♪さんから、協働実現しましたとのご

連絡が入り、追加助成が決定しました！

　こうしたご報告をいただくのが一番嬉しいですね。

みごと協働が実現！！　追加助成が決定！

パートナーシップ大賞の
　　　　　　　　ちょっといい話・・

　３月のもう一つのビッグイベントは、3/11(月)から3/15

(金)にかけて岩手県を訪問したこと。日本NPOセンターが

ワールド・ビジョン・ジャパンとの協働で実施している「市

民活動団体（NPO）育成・強化プロジェクト」のメンターと

して昨年から関わっているもので、宮古、大槌、北上の３団

体のメンバーを支援している。

　２回目の訪問になる今回は、メンター８名が集合する「岩

手メンター会議」（13～14日）とも重なり、１週間に及ぶ

訪問となった。

　ところが、である。何と行きは最初の訪問地宮古に着くまで

11時間を要すことになった。強風のため飛行機が欠航。やむ

を得ず名古屋駅まで引き返し新幹線で向かう。が、これも強風

で遅れ、盛岡からの最終バスが待っていてくれてぎりぎり間に

合った。が定員オーバーで2台目のバスを用意するというハプ

ニングに遭遇。ホテルにようやく到着したのは２３時半。

　翌9時過ぎから宮古

の団体を訪問、田老地

区の、襲ってくる津波

が見えなかったという

あの防潮堤の上に立っ

て、改めて恐怖をかき

たてられつつ、３.１１

の宮古市主催の追悼式にも参加させていただいた。

　４月後半（4/26～30）もまたまた岩手へ。メンバーの自

主勉強会への初参加を兼ねて、またまた３団体を訪問。桜前

線がちょうど岩手あたりに・・・？？今度は飛行機、飛んで

くれるかな？

　その他にもいろいろあるけど…次の機会に譲りましょう。

（2013.4.23　岸田眞代）

　11時間かけて岩手県宮古へ 「明日からのくらし相談室・宮古」（岩手県宮古市）
ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ”
2013年3月～4月　その②

ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ”
2013年3月～4月　その①

    「株式会社真誠 CSR委員会」の第11回が3月18日（月）、第12回が4月18日（木）に開催されました。

　第11回CSR委員会からは、子育てママを支援する母親らの団体「ママのホンネ研究所」も参加。

これまで本委員会で考えてきた協働事業案を一緒に行うことになりました。

　第12回委員会では、まず、ママのホンネ研究所からの事業提案を受け、真誠らしい協働事業にする

ためには何をすればいいのか、前向きで活発な意見交換が行われました。今後は両者での検討を重ね、

協働事業を進めていくことになります。

　後半はCSRレポートの作成について検討。何を掲載するかの内容

とそれぞれの役割分担を決めていきました。 ステークホルダー・ダ

イアログを実施して3年。委員会で手作りするCSRレポートは、今

まで話し合ってきたことが形になるとあって、参加者の想いのこも

ったものになりそうです。（山崎）

３年目となる2013度は、
「NPOとの協働事業」と「CSRレポート作成」を２本柱に実施

株式会社真誠 CSR委員会

　図で示したように、本来CSRとして企業が取り組

むべき課題とNPOの活動は意外と近いところにある

ことが分かる。NPOがCSRにどう関わっていくかを

協働コーディネーターや中間支援として提起できれ

ば、NPOと企業の協働を推進していくことに直結す

ることにもなる。

　もちろん、企業が企業市民として何をなすべきかを

経済団体等が提起できればさらに協働は推進されるに

違いない。そうしたつなぐ役割を、協働のコーディネ

ーターは担っていくことになるのである。

　また、中間支援同士の協働事業においては、双方が

意欲的に関わるだけでなく、お互いの役割を明確に

し、それぞれが何をすべきか具体的なレベルで把握す

ること、そして、それぞれの組織の目標をお互いが共

有しておくことは大切である。【第8回パートナーシップ

大賞事例集「NPO×企業 協働のススメ」より抜粋】

協働コーディネーターのためのマメ知識 ① ～CSRとNPOの活動はこんなに近い！！～ すぐに役立つ！

CS RとNP Oの活動はこんなに近い‼
〈企業のCS Rの取り組み例〉

人権

労働慣行

環境

公正な事業慣行

消費者課題

地域・社会（コミュニティへの参画）

組織統治

障害者・高齢者・外国人
海外における児童労働
・強制労働etc.

女性・交渉権・福利厚生
・WLバランス（家族）
・労働組合・内部告発etc.

自然保護・生物多様性
 ・気候変動（CO2）etc.

公正な取引・サービスの
適確性etc.

製品の安全性etc.

防災・防犯・教育（子育て～
ニート） ･ 健康・文化etc.

法令遵守＋企業統治
 （リスクマネジメント）
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〈NP Oの活動分野〉
①保健、医療又は福祉
②社会教育の推進
③まちづくりの推進
④観光の振興 
⑤農山漁村又は中山間地域の振興
⑥学術、文化、芸術又はスポーツの振興
⑦環境の保全
⑧災害救援活動 
⑨地域安全活動 
⑩人権の擁護又は平和の推進
⑪国際協力の活動 
⑫男女共同参画社会の形成の促進
⑬子どもの健全育成
⑭情報化社会の発展
⑮科学技術の振興
⑯経済活動の活性化
⑰職業能力の開発又は雇用機会の拡充
⑱消費者の保護
⑲NPOの支援 
⑳都道府県又は指定都市の条例で定める活動 
＜その他さまざまな市民活動＞

作成：岸田眞代


